
新庁舎落成

ピクトリアル 1985-2015
－水産孵化場からさけます内水試へ－

本場恵庭移転三十周年記念

北海道立水産孵化場本場は1985年11月20日に札幌市豊平区中の島から恵庭市北柏木町に
移転した．本項では移転30周年を記念し，支場も含めたこの間の画像を紹介する．

構内配置図 左側が研究管理棟，ふ化飼育室，車庫兼艇庫，取導水施設，右側が排水施設，
屋外試験池，浄化施設である．

庁舎航空写真 研究管理棟は地上2 階地下1 階，延面積2,216 ㎡で試験場としては当時最新の研究設
備を備えていた． 1985.11
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ご視察の記録

天皇，皇后両陛下が北海道立水産孵化場をご視察． 研究している魚について前田場
長より説明を受けられる．皇后陛下左後方は横路知事．1989.9.29.

皇太子殿下が北海道立水産孵化場をご視察．説明は同じく前田場長，右は横路知事．
1991.3. 1. 

水産試験場としては当時最新の研究設備を備えた水産
孵化場には北海道外からも多くの人が視察に訪れた．
以下にご来訪された皇族の方々の写真を示す．
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水産孵化場からさけます内水試へ

水産孵化場時代の看板 木彫りのクマとサケの看板は当時恵庭市の名物であった．1989．

取り外された看板 道総研への移行に伴い看板を撤去．職員一同記念撮影．2010.5.31

現在の看板 同所には現在この看板が立っている. 2016.3.17.

2010年4月，22の道立試験研究機関を統合して地方独立行政法人北海道立総合研究
機構（道総研）が発足，水産孵化場はさけます・内水面水産試験場となった．
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1994年版水産孵化場要覧見開き 本場と6支場の位置と施設概要を見開きで示している．

6支場時代 －要覧に見る水産孵化場－

2004年版水産孵化場要覧表紙（左），本・支場位置図（右） 2004年までに宗谷，えりも，
真狩，森支場が廃止され，道東支場と道東内水面室が新設された．増毛支場は道北支場に，
熊石支場は道南支場に名称が変更された． iv

1985年に水産孵化場本場は恵庭市に移転し，森，増毛，えりも，宗谷，真狩，熊石の
各支場と合わせて本場・6支場体制となった．以下では当時使用されていた要覧の一
部を示し，これらの歴史を振り返る．



森支場要覧表紙 事務室とサケ稚魚池（手前）．稚魚池は屋外型で冬期は日覆板で遮光された．

6支場時代 －要覧に見る水産孵化場－

水産孵化場時代（～2010年3月）の6支場は独自の要覧を作成していた．以下に示す
のは1985～2010年頃に使用されていた要覧の一部である．作成は各支場に任されて
いたため，それぞれ個性的な要覧となった

要覧裏面（一部） 池産サクラマス種卵生産のための養成池と養魚池棟を示す．日長を
コントロールするため，サクラマス稚魚は屋内池で飼育されていた．
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増毛（道北）支場要覧表紙 写真は暑寒別川に大量回帰するサケ親魚である．増毛支場では
約2000万尾のサケ稚魚を飼育し，暑寒別川をはじめとする留萌管内の河川に放流した．

要覧裏面（一部） 留萌地方はサケ稚魚飼育に適する水資源（水温約8℃）が不足しており，
増毛支場では加温システムを用いて低水温の河川水を飼育に適した水温とした．
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えりも支場要覧表紙 庁舎前景
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要覧裏面（一部） 立体式孵化器と孵化室を示す．えりも支場ではサケのほか，日高地方
以東に遡上するカラフトマスの稚魚を飼育した．



宗谷支場要覧表紙（左） 要覧裏面（右：一部） 宗谷支場では泥炭地で浮遊物の多い増幌

川の河川水を濾過して孵化・飼育用水に用いていた（右模式図）
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要覧裏面（一部） 飼育池と養魚用水の水源地を示す．真狩支場は羊蹄山麓の豊富な湧水
に恵まれ，サケ稚魚を大量に飼育した．

真狩支場要覧表紙 庁舎の俯瞰図と羊蹄山を示す．
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要覧裏面（一部） 飼育池とサクラマス親魚養成池を示す ．
熊石支場は森支場と合わせて池産サクラマス種卵900万粒を生産した．

熊石（道南）支場要覧表紙 庁舎の前景
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1998 サクラマスフォーラム 小樽

1996 年9 月9 日，函館市ハーバービューホテルでサクラマスフォーラム‘ 96を開催した.
テーマは「これからのサクラマス増殖を考える」であった．

1998年1 月24 日に小樽国際ホテルでサクラマス・フォーラム’98 －北海道のさけ・ます
釣りを考える－を開催した．

パネルディスカッションの模様 参加者は約260名であった

1996 サクラマスフォーラム 函館

参加者は約350名であった パネルディスカッションの模様

研究成果の紹介 サクラマスを使った試食会

xi

講演会



2003 サクラマスフォーラム 札幌

2003 年3 月23日，サクラマスフォーラム2003を札幌市のかでる2･7で開催した. 
参加者約100名で，越後茂樹氏が基調講演を行ったあと活発なディスカッションが行われた．

展示を見る参加者 越後茂樹氏の講演

パンフレット

2009年12 月12 日．島牧村においてサクラマスフォーラム2009 in 島牧を開催した．テーマは
「これからのサクラマス増殖を考える」であった．

2009 サクラマスフォーラム 島牧

会場 漁業者との意見交換
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2003 ワカサギに学ぶ会 札幌

2003 年3 月11 日，第9 回「ワカサギに学ぶ会」を札幌市の道庁赤レンガ庁舎で開催した. 
参加者全員に過去の講演要旨を収録したCDを配布し, 好評を博した. 

配布CD プログラム

2012 第16 回ワカサギに学ぶ会 網走

2012年1 月26～27 日，北海道網走市で「第16 回ワカサギに学ぶ会」を開催した．
講演翌日には参加者のエクスカーションも行われた． 海外含め約100名が参加．

エクスカーションで網走湖の
氷下漁を見学

韓国国立水産科学院 成博士の講演 網走市坂崎港湾水産部長の挨拶
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パネルディスカッションの模様

2008 ヤツメウナギを考える会

2008年11 月7 日に江別市においてシンポジウム｢ヤツメウナギを考える会～あれから三年～｣を
開催した．講演とパネルディスカッションが行われた． 約100名が参加．

酪農学園大 村野教授の講演 水槽とパネル展示 加工品の展示

2007年6 月7 日に江別市野幌公民館でヤツメ孵化技術研修会を開催した． 当場で作成
したマニュアルに基づき，漁業関係者に採卵と人工孵化技術を指導した．

2007 ヤツメ孵化技術研修会

技術指導の模様 作成したマニュアル
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サケの魚体測定と解剖 パソコンで学習の記録を作成

職場体験学習

さけます内水試では近年, 継続的に恵庭市立白陽中学校から職場体験学習の生徒を受け入れて
いる．体験学習ではあるが，実際に業務で実施している作業と同様の内容を行ってもらう．

ユカンボシ川で水質の測定 採集した魚類を同定し，測定

2012.10.23-25.

2013.10.22-24.

2015.10.20-22.

鱗を投影してサケの年齢査定 ニジマスの解剖
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地域との連携



タッチプールで生きた淡水魚に触れる ポスターで魚の説明

一般への普及 サイエンスパーク

内水試では道庁主催のサイエンスパークに出展し, 子供たちにわかりやすく成果を普及している．

サッポロファクトリー 2009.7.29   

ケーズデンキ月寒ドーム 2014.8.6

札幌駅前通地下歩行空間 2015.8.6

ひれを描いて魚の体を学習 生きた水生生物の展示

野生サクラマス稚魚の展示 水槽に見入る子供たち
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水槽に見入る子供

一般への普及 農試公開デー

さけます内水試では各地の農業試験場の公開デーに出展している．研究の対象となる魚を生体
で展示することで一般への成果普及を計る取り組みであるが，子供には人気の様である．

中央農業試験場 2015.7.30.

根釧農業試験場 2013.8.6.

水槽展示とポスター ニジマスのつかみ取り

野生サクラマス稚魚の展示 子供たちの質問に答える職員

中央農業試験場 2014.8.1.

ひれを描いて魚の体を学習
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竹内研究主幹 平成25年度北海道農業土木協会賞｢奨励賞」を受賞 2013.8.30.

職員の表彰

工藤主任研究員 平成25年度「優秀研究業績全国水産試験場長会会長賞」を受賞 2013.11.14.

水野研究主任 平成23年度「日本農学進歩賞」を受賞 2010.11.21

宮腰研究主幹 「日本水産学会 平成25年度水産学技術賞」を受賞 2013.3.30.

1985年以降，さけます内水試の職員
はいくつかの外部機関から表彰を受
けている．近年の表彰の例を示す．
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アクシデント！ 7月29日は災厄の日？

増毛支場大洪水！ 1999年7月29日, 大雨により暑寒別川が氾濫, 構内に濁水が流れ込
み夕方には床上以上の水位となったが, 枯草が玄関ドアなどの隙間に詰まったため室
内への床上浸水は免れた．写真は翌日の状態． 1999.7.30.

熊石支場に熊出現！ 2000年7月29日，熊石支場構内すぐ横の木にヒグマがいるのが
発見され，ハンターが出動して射殺した．支場に被害はなかった． 2000.7.29.

各支場は市街地から遠い地域に位置しており，自然災害に見舞われることも多かった．
以下はその自然災害の様子である.
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旧森支場の表札 森支場は2004年に試験地となり，現在
は渡島管内増協の森孵化場となっている．しかし，表札
は1968開設時の森養鱒場のままである．2015.3.

残像

旧各支場所有のトロ箱 各支場はトロ箱にそれぞれ支場
名を記入していた． 所有者は現存しないが，トロ箱は
現在でもその役割を果たしている．2015.9.

廃場後の道北支場（旧増毛支場）
留萌管内のサケ増殖に大きな功績の
あった道北支場は2011年11月30日に
その使命を終え廃場となった．
2012.7.15.

xx

2016年4月にさけます内水試は本場(恵庭市)，道南支場(八雲
町)，道東センタｰ(中標津町）の3カ所となる．ここでは現
在も残る水産孵化場時代の痕跡を示す．
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